
執行機関・議決機関
歴代訓子府町村長・訓子府町村議会議員

　明治元（1868）年に蝦夷地が「北海道」と改称され、現在の北
見地方は「北見国常呂郡」に区分された。明治５年に常呂郡内の
地域は７つの村名が付けられ、「クンネップ区域」は野付牛（ノ
ツケウシ）村（現北見市）の中に含まれていた。
　明治 16 年には、「常呂外六カ村戸長役場」が常呂に置かれ、常
呂郡全域の７村は、初めて村の自治体となった。このとき野付牛
の区域にあった訓子府は単に「クンネップ原野」と呼ばれる無人
の原野で統治されるものは何もなかった。

～ 明治・大正期の野付牛村時代 ～
　明治 30 年に現北見市などに屯田兵、北光社移民団が入植し、
常呂外六カ村戸長役場から野付牛村と生顔常（モイコツネイ・ム
エカオツネ）村（現在の置戸、北見市留辺蘂）が分かれ、野付牛
外一カ村戸長役場を開庁、明治 42 年には二級町村制が敷かれ「野
付牛村」と改称、初代村長に和知金次郎が任命され、村会議員選
挙が行われた。

野付牛村時代①（北海道二級町村制昇格後）
☆明治 42 年４月１

日に野付牛外一
カ村戸長役場区
域に二級町村制
が敷かれ野付牛
村となる。

※村議に訓子府地区
からはゼロ。北光
社移民団から１人

村長 村会議員　任期２年
初代野付牛村長
帯広町助役より就任 初代村会議員

和知　金次郎 12 人　　選挙

明治 42 年４月１日
～

明治 43 年８月 31日

明治 42 年６月１日
～

明治 44 年５月 31日
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野付牛村時代②（北海道二級町村制昇格後）

※村議に訓子府地区
からはゼロ

村長 村会議員　任期２年
２代野付牛村長

野付牛村
上席書記より就任

２代村会議員

長谷川　源之丞 12 人　　選挙
明治 43 年９月１日

～
明治44年11月30日

明治 44 年６月１日
～

大正２年５月 31日
３代野付牛村長 ３代村会議員
吉田　保次郎 12 人　　選挙

明治 44 年 12 月１日
～

大正２年 10 月 27 日

大正２年６月１日
～

大正４年５月 31日
４代野付牛村長

渚滑村長より就任
宮下　兼松

大正２年 11 月10 日
～大正４年３月 31日
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～ 大正期の置戸村時代 ～
置戸村時代 ①

☆大正４年４月１
日、野付牛村に
北海道一級町村
制 が 施 行 さ れ、
武華村（現北見
市留辺蘂町）と
置 戸 村（ 置 戸、
訓子府）を分村、
両村に二級町村
制が敷かれ、訓
子府は置戸村に
所属となった。

※訓子府地区からは
６人が当選
※丸数字は当選回数

村長 村会議員　定数 12
初代置戸村長

北海道庁長官より
任命

初代訓子府地区
村会議員　６人

常呂村長より就任
宗広　文太郎

任期
大正４年５月１日～
大正６年４月30日

大正４年４月１日
～

大正６年９月８日

大野亥三郎　 ①
千葉幸三郎　 ①
杉本　　豊　 ①
河合　又一　 ①
西　清三郎　 ①
西本　楠馬　 ①

西金和さん提供（T5. 置戸村第１期議員）
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置戸村時代 ②

※村議、訓子府地区
からは６人が当選

村長 村会議員　定数 12
２代置戸村長

北海道庁長官より
任命

２代訓子府地区
村会議員　６人

船張　貞作
任期
大正６年５月１日～
大正８年４月 30 日

大正６年 10 月２日
～

大正８年６月 30 日

大野亥三郎　 ②
千葉幸三郎　 ②
前田徳次郎　 ①
小野寺京三郎 ①
西　清三郎　 ②
今村順次郎　 ①

置戸村時代 ③

※村議訓子府地区か
らは４人が当選

（議員任期中の大正
９年６月１日に置
戸村から分村し訓
子府村に）

村長 村会議員　定数 12
３代・４代置戸村長

北海道庁長官より
任命

３代訓子府地区
村会議員　４人

３代　藤本　秀彦
大正８年８月７日

～
大正９年３月 31 日

任期
大正８年５月１日～
大正９年６月 30 日

４代　古田　重静
大正９年４月１日

～
大正 14 年１月 10 日

大野亥三郎　 ③
三浦萬之助　 ①
岩渕周之助　 ①
村口　栄蔵　 ①
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～大正９年以降　訓子府村時代 ～
　大正９年６月１日付で、置戸村から分村独立し、「訓子府村」（二
級町村制施行）となった。一級町村は財政力が完全自治体と認め
られたことであるが、二級町村は、道庁の監督の下の独立で町村
長は官選であり自治権は少ないものであった。

訓子府村時代 ①

□初代村長就任

□村議選
　大正９年

※議長は村長が兼務
※当選者のうち３人
が辞職、補欠（訓
子府町史の表現）
で３人補充

※丸数字は当選回数　

村長 村会議員　定数 12
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　初代
　訓子府村会議員

12 人
初代訓子府村長

山崎　亮智
野付牛町上席書記
より就任

任期
大正９年７月１日～
大正 11 年６月 30 日

大正９年６月１日
～

大正 14 年２月 23 日

谷口勇次郎　①
黒川　市助　①
武藤豊次郎　①
坂井彌次郎　①
岩渕周之助　①
喜多　友吉　①
三浦萬之助　①
馬場　正吉　① 辞職
田中　福松　①
前田徳次郎　①
藤森千三郎　① 辞職
大野亥三郎　① 辞職
伊東　弘祐　① 補
遠藤　己作　① 補
相原　常市　① 補
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訓子府村時代 ②

□初代村長

□村議選
　大正 11 年

※議長は村長が兼務

村長 村会議員　定数 12
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　２代
　訓子府村会議員

12 人

初代訓子府村長
山崎　亮智

任期
大正 11 年７月１日～
大正 13 年６月 30 日

大正９年６月１日
～

大正 14 年２月 23 日

岩渕周之助　②
伊東　弘祐　②
相原　常市　②
前田徳次郎　②
遠藤熊次郎　①
加藤橋三郎　①
三浦萬之助　②
田中　福松　②
中村　金松　①
河合　基治　①
太田多四郎　①
豆田　　茂　①
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訓子府村時代 ③

□初代村長
□２代村長就任

□村議選
　大正 13 年

※議長は村長が兼務

村長 村会議員　定数 12
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　３代
　訓子府村会議員

12 人
初代訓子府村長

山崎　亮智
大正９年６月１日

～
大正 14 年２月 23 日

任期
大正 13 年７月１日

～
大正 15 年６月 30 日

２代訓子府村長
品田　竹藏

元・樺太大泊町庶務
課長
大正 14 年２月 23 日

～
昭和４年３月 27 日

西　清三郎　①
河合　基治　②
三浦萬之助　③
森岡　常馬　①
松浦権三郎　①
田中　福松　③
小野　銀藏　①
生出利惣太　①
有田　三義　①
竹中　藤吉　①
伊東　弘祐　③
坂井彌次郎　②
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訓子府村時代 ④

□２代村長

□村議選
　大正 15 年

※議長は村長が兼務

村長 村会議員　定数 12
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　４代
　訓子府村会議員

 12 人
２代訓子府村長

品田　竹藏
大正 14 年２月 23 日

～
昭和４年３月 27 日

任期
大正 15 年７月１日

～
昭和３年６月 30 日

生出利惣太　②
小野　銀藏　②
田中　福松　④
兼安　綱次　①
兼安英太郎　①
三浦萬之助　④
中村　清藏　①
西　清三郎　②
坂井彌次郎　③
河合　基治　③
伊東　弘祐　④
谷本泰三郎　①

訓
子
府
村
長
新
旧
交
代
記
念

（
昭
和
４
年
10
月
。
西
金
和
さ

ん
提
供
）
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訓子府村時代 ⑤
□２代村長
□３代村長就任
□４代村長就任

□村議選
　昭和３年

※普通選挙法によ
り、村会議員５代
目から、任期が２
年制から４年制と
なる。議員定数は
18に

※議長は村長が兼務
※１人死亡により、
１人補選（訓子府
町史の表現）で補
充

村長 村会議員　定数 18
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　５代
　訓子府村会議員

18 人
２代訓子府村長

品田　竹藏
大正 14 年２月 23 日

～
昭和４年３月 27 日

任期
昭和３年７月１日～
昭和７年６月 30 日

３代訓子府村長
内藤　周平

端野村長より就任
昭和４年３月 28 日

～
昭和４年 10 月 24 日

今川　省三　①
榎本助三郎　①
根本　　享　①
松浦権三郎　②
中舘　長久　①
川原福次郎　①
谷口勇次郎　②
坂井彌次郎　④
髙倉正太郎　①
兼安英太郎　②
福岡惣一郎　①
渡邊　卯平　①
谷本泰三郎　②
三浦萬之助　⑤
佐藤　　忠　① 死去
河合　基治　④
高橋　慶吉　①
西　清三郎　③
中村　清藏　② 補

４代訓子府村長
奥山　万藏

常呂村長より就任
昭和４年 10 月 25 日

～
昭和６年６月 23 日
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訓子府村時代 ⑥

□５代村長就任
□６代村長就任

□村議選
　昭和７年

※議長は村長が兼務

村長 村会議員　定数 18
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　６代
　訓子府村会議員

18 人
５代訓子府村長

山口　喜作
空知郡山部村長より
就任
昭和６年６月 24 日

～
昭和８年４月17 日

任期
昭和７年７月１日～
昭和 11 年６月 30 日

６代訓子府村長
小野寺　勇

西興部村上席書記よ
り就任
昭和８年４月18 日

～
昭和 11 年７月２日

篠原　末廣　①
中舘　武藏　①
大場橘之助　①
坂井彌次郎　⑤
谷本泰三郎　③
成田　慶藏　①
馬場　正寛　①
本田　正雄　①
青木富次郎　①
三浦萬之助　⑥
谷口勇次郎　③
北島　太吉　①
福岡惣一郎　②
中村　清藏　③
富山四郎吉　①
林　　留吉　①
小澤鐵太郎　①
兼安英太郎　③
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訓子府村時代 ⑦
□７代村長就任
□８代村長就任

□村議選
　昭和 11 年
※議長は村長が兼務
※当選者のうち３人
の辞職により、補
欠（訓子府町史の
表現）３人が補充
されたあと、応召
（軍務に召集）１
人、３人が転出し
たことにより補欠
選挙で４人が当選

　
・補 1→３人欠員に
よる補充

・補 2→４人欠員に
よる補欠選挙当選

※２度の議員補充
後、１人軍務召集
解除復職（昭和
14 年）。定数 18
だが、「昭和 13年
法律第 84 号支那
事変ニ際シ召集中

村長 村会議員　定数 18
（定数19）

訓子府村長
北海道庁長官より
任命

　７代
　訓子府村会議員

18 人
昭和14年８月から19人

７代訓子府村長
平田　常太郎

留辺蘂町上席書記
より就任
昭和 11 年７月３日

～
昭和 13 年９月２日

任期
昭和 11 年７月１日～
昭和 15 年６月 30 日

８代訓子府村長
大橋　與三

網走支庁産業課長よ
り就任
昭和 13 年９月２日～
昭和 14 年４月19 日

福岡惣一郎　③ 辞職
後藤　鐵雄　① 応召
齋藤　忠作　①
植田　文七　①
大場橘之助　②
谷本泰三郎　④
紺野　倉藏　①
喜多安太郎　①
成田　慶藏　②
本田　正雄　② 転出
中村　清藏　④ 辞職
兼安英太郎　④ 辞職
三浦萬之助　⑦
谷口勇次郎　④ 転出
小澤鐵太郎　②
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　ノ者ノ選挙権及被
選挙権等ニ関スル
法律」（国立公文
書館アジア歴史資
料センターデータ
ベース）により任
期中は、議員数の
19 が定数となっ
た

林　　留吉　②
岩渕周之助　③ 転出
岡田　六平　①
平塚源三郎　① 補 1
馬場　正寛　② 補 1
池田　　進　① 補 1
竹村喜太郎　① 補 2
守屋　眞澄　① 補 2
片平虎之助　① 補 2
飯島勝太郎　① 補 2

訓子府村時代 ⑧
□９代村長就任
□ 10 代村長就任
□ 11 代村長就任
□ 12 代村長就任

村長 村会議員　定数 18
訓子府村長

北海道庁長官より
任命

　８代
　訓子府村会議員

18 人

※野嶋 11 代村長退
職後から昭和 22
年４月の公選町長
誕生まで、菊池熊
本助役が村長の代
理を務めた

９代訓子府村長
村瀬　源太郎

枝幸郡頓別村長より
就任
昭和 14 年４月19 日

～
昭和 18 年７月13 日

任期
昭和 15 年７月１日～
昭和 22 年４月 29 日

□村議選
　昭和 15 年
※８代目議員のみ任
期が６年９か月

10 代訓子府村長
奥山　一雄

滝上村長より就任
昭和 18 年７月14 日

～
昭和 20 年４月 20 日

大場橘之助　③
林　　留吉　③
安田　秀吉　①
岡田　六平　②死去
片平虎之助　②
及川　榮雄　①
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　翼賛政治遂行のた
め任期が延長、さ
らに戦後の地方制
度改正まで延長
※議長は村長が兼務
※昭和 21 年の地方
制度改正により議
員中から正副議長
選出
・議長
　谷本泰三郎
・副議長
　後藤　鐵雄
　昭和21年10月～
※村議当選者１人死
去に伴い１人補充

11 代訓子府村長
野島　壽男

興部村長より就任
昭和 20 年４月 20 日

～
昭和 21 年 11 月７日

吉田　重義　①
谷本泰三郎　⑤
紺野　倉藏　②
植田　文七　②
後藤　鐵雄　② 
小山田善次郎①
守屋　眞澄　②
飯島勝太郎　②
平田末太郎　①
渡邊　卯平　②
喜多安太郎　② 
松永　　初　① 
小澤鐵太郎　③ 補

12 代訓子府村長
谷本泰三郎　①
初の公選村長

昭和 22 年４月５日～
昭和 26 年４月４日

※翼賛政治～日本の政党の歴史の中で、昭和 15年に「大政翼
賛会」という「１党独裁体制」と言われた政党が作られ、国
民生活や言論などが統制された政治。地方の議員もその一端
を担うことから、その政治遂行のため任期が延長された。
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訓子府村時代 ⑨

□ 12 代村長

□村議選
　昭和 22 年

村長 村会議員　定数 22

12 代訓子府村長
谷本　泰三郎　①

初の公選村長
昭和 22 年４月５日

～
昭和 26 年４月４日

　９代
　訓子府村議会議員

22 人
任期
昭和 22 年４月 30 日

～
昭和 26 年４月 29 日

※昭和 22 年に地方
自治法改正に伴
い、９代目から、
村会から村議会と
なり、村議会議員
として定数 22 で
選挙を実施

・議長
　後藤　鐵雄
・副議長
　大場橘之助
　昭和 22年５月～

岡田　　巌　①
笠野　作藏　①
平田末太郎　②
福岡　與吉　①
田島　光雄　①
山田　長政　①
鈴木喜代助　①
中野清太郎　①
伊藤　貞夫　①
八島　信義　①
小澤鐵太郎　④
下地　俊彦　①
森岡　正猪　①
畠中　一馬　①
後藤　鐵雄　③
鳥山　玉吉　①
飯島勝太郎　③
平塚源三郎　②
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大場橘之助　④
松浦権三郎　③
植田　文七　③
上杉作四郎　①

訓子府村（町）時代 ⑩
村長 村会議員　定数 22

※昭和 26 年 11 月
１日に町制施行

12 代訓子府村長
谷本　泰三郎　①
昭和 22 年４月５日

～
昭和 26 年４月４日

　10 代
　訓子府村（町）
　議会議員

22 人

□ 12 代村長
□初代町長

12 代訓子府村長
谷本　泰三郎　②

昭和 26 年４月 24 日
～

昭和 26 年 10 月 30 日

任期
昭和 26 年４月 30 日

～
昭和 30 年４月 29 日

□村議選
　昭和 26 年

初代訓子府町長
谷本　泰三郎　②
昭和 26 年 11 月１日

～
昭和 30 年４月 29 日

※谷本氏２期目の途
中に町制施行され、
初代町長に。

後藤　鐵雄　④
久島　力松　①
稻邊東吉郎　①
平田末太郎　③
下地　俊彦　②
小山田善次郎②
田島　光雄　②
笠野　作藏　②
福岡　與吉　②
山田　長政　②
今野　覚治　①
鈴木喜代助　②
蓑島　　勇　①
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※昭和 26 年 11 月
１日から町議

・議長
　後藤　鐵雄
・副議長
　大場橘之助
　昭和 26年５月～

中村　清藏　⑤
平塚源三郎　③
鳥山　玉吉　②
西田　石光　①
原田　日義　①
植田　文七　④
鏡　　　曻　①
八島　信義　②
大場橘之助　⑤
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訓子府町長・訓子府町議会議員

～ 町制施行（昭和 26 年）から昭和 62 年選挙まで ～
訓子府町時代 ①

町長 町議会議員
定数 22

□初代町長

□町議選
　昭和 30 年

初代訓子府町長
谷本　泰三郎　③

  11 代
  訓子府町議会議員

22 人
任期
昭和 30 年４月 30 日～昭和 34 年４月 29 日

・議長
　後藤　鐵雄
・副議長
　大場橘之助
　昭和 30年５月～

※選挙後、４人が死
去したことによ
り、９月 14 日に
補欠選挙を行い、
４名が補欠当選
※丸数字は当選回数

後藤　鐵雄　⑤
下地　俊彦　③
髙倉　義勝　①
今野　覚治　②
田島　光雄　③
牧島　為松　①
澤田日出男　①
原田　日義　②
久島　力松　② 死去
稻邊東吉郎　②
笠野　作藏　③
黒川　繁一　①
山田　長政　③
渡邉　義夫　①
内田与三吉　① 死去
堀川　重敏　①
八島　信義　③ 死去
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鈴木喜代助　③
小山田善次郎③
林　　栄一　①
福岡　與吉　③ 死去
大場橘之助　⑥
藤井　啓藏　① 補当
中村　清藏　⑥ 補当
茅山　健藏　① 補当
栗田幸次郎　① 補当

訓子府町時代 ②

町長 町議会議員
定数 22

□初代町長

□町議選
　昭和 34 年

初代訓子府町長
谷本　泰三郎　④

  12 代
  訓子府町議会議員

22 人
任期
昭和 34 年４月 30 日～昭和 38 年４月 29 日

・議長
　後藤　鐵雄
　昭和 34年５月～
　堀川　重敏
　昭和 34 年 12 月
～

・副議長
　下地　俊彦
　昭和 34年５月～

後藤　鐵雄　⑥ 死去
植田　文七　⑤
栗田幸次郎　②
今野　覚治　③
金平　喜一　①
茅山　健藏　②
堀川　重敏　②
吉田　重義　②
越智　忠雄　①
渡邉　義夫　②
髙倉　義勝　②
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※１人死去により、
１人が繰り上げ当
選

藤井　啓藏　②
笠野　作藏　④
川脇　　要　①
稲邊東吉郎　③
久島　久忠　①
小山田善次郎④
澤田日出男　②
原田　日義　③
太田　武男　①
田島　光雄　④
下地　俊彦　④
伊藤　貞夫　② 繰当

訓子府町時代 ③

町長 町議会議員
定数 22

□初代町長

□町議選
　昭和 38 年

初代訓子府町長
谷本　泰三郎　⑤

  13 代
  訓子府町議会議員

22 人
任期
昭和 38 年４月 30 日～昭和 42 年４月 29 日

・議長
　堀川　重敏
・副議長
　笠野　作藏
　昭和 38年５月～

堀川　重敏　③
下地　俊彦　⑤
渡邉　義夫　③
目黒　成雄　①
久島　久忠　②
茅山　健藏　③
栗田幸次郎　③ 死去
飯島勝太郎　④ 辞職
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※任期中、２人が死
去、１人が辞職、
３人の欠員となっ
た

住吉　吉助　①
髙倉　義勝　③
今野　覚治　④
関根　栄蔵　①
斉藤　文吉　①
太田　武男　②
伊藤　貞夫　③
吉田　重義　③
藤谷　　猛　①
大坪　辰雄　①
大場　　実　① 死去
蓑島　　勇　②
藤井　啓藏　③
笠野　作藏　⑤

訓子府町時代 ④

町長 町議会議員
定数 22

□町長選

□町議選
　昭和 42 年
　　　４月 28 日

２代訓子府町長
渡邉　義夫　①

  14 代
  訓子府町議会議員

22 人
任期
昭和 42 年５月１日～昭和 46 年４月 30 日

・議長
　野嶋　壽男
・副議長
　吉田　重義
昭和42年5月16日～

坂井　武則　①
渡邉　孝三　①
大坪　辰雄　②
蓑島　　勇　③
堀川　重敏　④
田島　光雄　⑤
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茅山　健藏　④
吉田　重義　④
曽我　秀雄　①
太田　武男　③
野嶋　壽男　①
藤井　啓藏　④
今野　覚治　⑤
三宅　一利　①
柴田　熊治　①
森岡　正猪　②
下地　俊彦　⑥
藤谷　　猛　②
髙倉　義勝　④
芦野　常義　①
伊藤　貞夫　④
久島　久忠　③

訓子府町時代 ⑤

町長 町議会議員
定数 22

□町長選

□町議選
　昭和 46 年
　　　４月 25 日

２代訓子府町長
渡邉　義夫　②

  15 代
  訓子府町議会議員

22 人
任期
昭和 46 年５月１日～昭和 50 年４月 30 日

米谷　道保　①
八月一日勝一①
曽我　秀雄　②
大坪　辰雄　③
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・議長
　野嶋　壽男
・副議長
　吉田　重義
昭和46年5月23日～

三宅　一利　②
広部　広一　①
吉田　重義　⑤
藤谷　　猛　③
渡邉　孝三　②
野嶋　壽男　②
松永　真吾　①
八木沼與太郎①
米谷　道保　①
太田　武男　④
伊藤　貞夫　⑤
真木栄次郎　①
笠野　新一　①
関根　榮藏　②
芦野　常義　②
坂井　武則　②
森岡　正猪　③
田中　秋穂　①
西森　利雄　①
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訓子府町時代 ⑥

町長 町議会議員
定数 20

□町長選

□町議選
　昭和 50 年
　　　４月 27 日

２代訓子府町長
渡邉　義夫　③

  16 代
  訓子府町議会議員

20 人
任期
昭和 50 年５月１日～昭和 54 年４月 30 日

※定数は２減の 20
に

・議長
　藤谷　　猛
・副議長
　太田　武男
昭和50年5月9日～

坂井　武則　③
田島　光雄　⑥
及川　一男　①
西森　利雄　②
花岡　　収　①
南　　健次　①
中原善太郎　①
小澤　男也　①
田中　秋穂　②
三宅　一利　③
森岡　正猪　④
山本　富喜　①
広部　広一　②
太田　武男　⑤
松永　真吾　②
藤谷　　猛　④
久積　欣一　①
八木沼與太郎②
星賀　　譲　①
野嶋　壽男　③
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訓子府町時代 ⑦

町長 町議会議員
定数 20

□町長選

□町議選
　昭和 54 年
　　　４月 22 日

３代訓子府町長
佐藤　忠義　①

  17 代
  訓子府町議会議員

20 人
任期
昭和 54 年５月１日～昭和 58 年４月 30 日

・議長
　太田　武男
・副議長
　広部　広一
昭和54年5月9日～

及川　一男　②
星賀　　譲　②
八月一日勝一②
藤谷　　猛　⑤
花岡　　収　②
中原善太郎　②
西森　利雄　③
田中　秋穂　③
広部　広一　③
太田　武男　⑥
蓑島　　勇　④
山本　富喜　②
松永　真吾　③
南　　健次　②
田中與士信　①
三宅　一利　④
久積　欣一　②
小澤　男也　②
城地　　清　①
安藤　義昭　①
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訓子府町時代 ⑧

□町長選
　（無投票）
□町議選
　昭和 58 年
　　　４月 24 日

町長 町議会議員
定数 20

３代訓子府町長
佐藤　忠義　②

  18 代
  訓子府町議会議員

20 人
任期
昭和 58 年５月１日～昭和 62 年４月 30 日

・議長
　八月一日勝一
・副議長
　西森　利雄
昭和58年5月4日～

大坪　勝葊　①
平田　　博　①
宮川　太一　①
小澤　男也　③
田中　秋穂　④
八月一日勝一③
山本　富喜　③
花岡　　収　③
及川　利勝　①
星賀　　譲　③
久積　欣一　③
及川　一男　③
西森　利雄　④
中原善太郎　③
田中與士信　②
蓑島　　勇　⑤
新保谷和夫　①
城地　　清　②
三宅　一利　⑤
南　　健次　③
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訓子府町時代 ⑨

□町長選

□町議選
　昭和 62 年
　　　４月 26 日

町長 町議会議員
定数 16

３代訓子府町長
佐藤　忠義　③

  19 代
  訓子府町議会議員

16 人
任期
昭和 62 年５月１日～平成３年４月 30 日

※議員定数４減の
16に

・議長
　西森　利雄
・副議長
　及川　一男
昭和62年5月7日～

安藤　義昭　②
大坪　勝葊　②
花岡　　収　④
平田　　博　②
坂井　裕昭　①
三宅　一利　⑥
山本　富喜　④
西森　利雄　⑤
柴田　喜八　①
星賀　　譲　④
田中與士信　③
及川　一男　④
及川　利勝　②
新保谷和夫　②
久積　欣一　④
城地　　清　③
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訓子府町長・訓子府町議会議員

～ 平成３年から平成 31 年選挙まで ～
訓子府町時代 ⑩

町長 町議会議員
定数 16

□町長選
　平成３年
　　　４月 21 日

□町議選
　（無投票）

・議長
　西森　利雄
・副議長
　久積　欣一
平成3年5月10日～

４代訓子府町長
深見　定雄　①

  20 代
  訓子府町議会議員

16 人
任期
平成３年５月１日～平成７年４月 30 日

浅野　　敬　①
安藤　義昭　③
及川　利勝　③
大坪　勝葊　③
坂井　裕昭　②
柴田　喜八　②
城地　　清　④
新保谷和夫　③
髙橋　德男　①
田中與士信　④
西森　利雄　⑥
花岡　　収　⑤
久積　欣一　⑤
平田　　博　③
星賀　　譲　⑤
山本　富喜　⑤
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訓子府町時代 ⑪

町長 町議会議員
定数 16

□４代町長
　（無投票）

□町議選
　平成７年
　　　４月 23 日

・議長
　西森　利雄
・副議長
　大坪　勝葊
平成7年5月8日～

４代訓子府町長
深見　定雄　②

  21 代
  訓子府町議会議員

16 人
任期
平成７年５月１日～平成 11 年４月 30 日

橋本　憲治　①
西森　利雄　⑦
髙橋　德男　②
柴田　喜八　③
飯島　英雄　①
平田　　博　④
大坪　勝葊　④
坂井　裕昭　③
渡邉　守彦　①
星賀　　譲　⑥
中條　寛道　①
山本　富喜　⑥
田中與士信　⑤
安藤　義昭　④
久積　欣一　⑥
新保谷和夫　④
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訓子府町時代 ⑫

町長 町議会議員
定数 16

□町長選
　（無投票）

□町議選
　平成 11 年
　　　４月 25 日

・議長
　大坪　勝葊
・副議長
　星賀　　譲
平成11年5月7日～

４代訓子府町長
深見　定雄　③

  22 代
  訓子府町議会議員

16 人
任期
平成 11 年５月１日～平成 15 年４月 30 日

大坪　勝葊　⑤
小林　一甫　①
橋本　憲治　②
山本　朝英　①
柴田　喜八　④
渡邉　守彦　②
髙橋　德男　③
松浦　啓博　①
佐藤　靜基　①
坂井　裕昭　④
星賀　　譲　⑦
小坂　正利　①
渡邉易右エ門①
安藤　義昭　⑤
飯島　英雄　②
田中與士信　⑥
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訓子府町時代 ⑬

町長 町議会議員
定数 14

□町長選
　（無投票）

□町議選
　平成 15 年
　　　４月 27 日

※議員定数２減の
14に

・議長
　柴田　喜八
・副議長
　橋本　憲治
平成15年5月7日～

４代訓子府町長
深見　定雄　④

  23 代
  訓子府町議会議員

14 人
任期
平成 15 年５月１日～平成 19 年４月 30 日

上原　豊茂　①
大坪　勝葊　⑥
橋本　憲治　③
山本　朝英　②
渡邉　守彦　③
髙橋　德男　④
小林　一甫　②
柴田　喜八　⑤
渡邉易右エ門②
田中與士信　⑦
佐藤　靜基　②
松浦　啓博　②
小坂　正利　②
安藤　義昭　⑥

※小坂正利議員、任
期中の平成19年４
月８日死去

423　歴代訓子府町村長・訓子府町村議会議員



訓子府町時代 ⑭

町長 町議会議員
定数 10

□町長選

□町議選
　平成 19 年
　　　４月 22 日

※議員定数４減の
10に

・議長
　橋本　憲治
・副議長
　小林　一甫
平成19年5月8日～

５代訓子府町長
菊池　一春　①

  24 代
  訓子府町議会議員

10 人
任期
平成 19 年５月１日～平成 23 年４月 30 日

河端　芳惠　①
西山由美子　①
橋本　憲治　④
小林　一甫　③
上原　豊茂　②
山本　朝英　③
佐藤　靜基　③
松浦　啓博　③
工藤　弘喜　①
川村　　進　①

※松浦啓博議員、任
期中の平成 19 年
11月 14日死去

歴代訓子府町村長・訓子府町村議会議員　424



訓子府町時代 ⑮

町長 町議会議員
定数 10

□町長選
　（無投票）

□町議選
　平成 23 年
　　　４月 24 日

・議長
　橋本　憲治
・副議長
　上原　豊茂
平成23年5月9日～

５代訓子府町長
菊池　一春　②

  25 代
  訓子府町議会議員

10 人
任期
平成 23 年５月１日～平成 27 年４月 30 日

橋本　憲治　⑤
河端　芳惠　②
上原　豊茂　③
工藤　弘喜　②
安藤　義昭　⑦
余湖　龍三　①
山本　朝英　④
西山由美子　②
佐藤　靜基　④
小林　一甫　④

425　歴代訓子府町村長・訓子府町村議会議員



訓子府町時代 ⑯

町長 町議会議員
定数 10

□町長選
　（無投票）

□町議選
　（無投票）

・議長
　上原　豊茂
・副議長
　西山由美子
平成27年5月7日～

５代訓子府町長
菊池　一春　③

  26 代
  訓子府町議会議員

10 人
任期
平成 27 年５月１日～平成 31 年４月 30 日

上原　豊茂　④
河端　芳惠　③
川村　　進　②
工藤　弘喜　③
須河　　徹　①
堤　三樹磨　①
西森　信夫　①
西山由美子　③
山田日出夫　①
余湖　龍三　②

※川村進議員、任期
中の平成31年２月
12日死去

歴代訓子府町村長・訓子府町村議会議員　426



訓子府町時代 ⑰

町長 町議会議員
定数 10

□町長選
　（無投票）

□町議選
　平成 31 年
　　　４月 21 日

・議長
　須河　　徹
・副議長
　西山由美子
令和元年5月7日～

５代訓子府町長
菊池　一春　④

  27 代
  訓子府町議会議員

10 人
任期
令和元年５月１日～令和５年４月 30 日

須河　　徹　②
山田日出夫　②
工藤　弘喜　④
西森　信夫　②
余湖　龍三　③
河端　芳惠　④
泉　　愉美　①
西山由美子　④
谷口　武彦　①
仁木　義人　①

427　歴代訓子府町村長・訓子府町村議会議員
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